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第１４８回くらしの植物苑観察会 ２０１１年７月２３日（土） 

白山麓出作り小屋の植物 

松 田 睦 彦（当館研究部民俗研究系） 

 

現在リニューアルのために閉室中の第４展示室にあった白山麓の出作り小屋の模型をご記

憶でしょうか？ 山中の狭い平地に大小さまざまな茅葺屋根の建物が点在し、その周りを田

畑が囲んでいる模型です。この模型は石川県・岐阜県・福井県の三県にまたがってそびえる

白山の麓、石川県白山市白峰の山中に存在した出作り小屋の様子を表わしています。 

出作りとは、耕作地などを求めて本村を離れて山中に生活することです。白山麓、とくに

石川県と福井県では盛んに出作りが行なわれてきました。白山麓の出作りには雪の消えた季

節だけ行なわれる季節出作りと、一年中山中にくらす永住出作りとがあります。模型は永住

出作りをしていた藤部家の再現です。 

出作りというと、一般的には寂しい山中での貧しいくらしがイメージされるのではないで

しょうか。所有する田畑の少ない家が耕地を求め、ついには人里離れた山の中に住むことに

なり、焼畑という原始的な農業を細々と続けている、といったイメージです。たしかに、本

村まで歩いて何時間もかかるうえ、冬場には３ｍ以上も雪が降り積もるような山中に住むと

いうことは、並大抵の苦労ではありません。しかし、出作り小屋での生活を詳しく調べてみ

ると、山の中という環境を最大限に活かした豊かな生活が浮かび上がってきます。 

出作りの生活は常畑での農業・焼畑での農業・林業・製炭・養蚕などが組み合わされて成

り立っていました。 

常畑では、白菜・大根・人参などの日常的に食べる様々な野菜が栽培されたほか、藤部家

のように条件の良い土地では米まで作られていました。一方の焼畑では、稗・粟・大豆・小

豆・蕎麦などの作物が循環的に栽培されていました。たとえば、山を伐って焼いたばかりの

一年目の畑には稗、昨年焼いた二年目の畑には粟、三年目には大豆、四年目には蕎麦といっ

た具合です。数年使われた畑は何十年にもわたって放棄され、地力の回復を待ちます。林業

では杉が育てられ、伐採後に板に製材して出荷されました。焼畑のあと地に杉苗が植えられ

ることも多かったようです。製炭は雑木を伐って炭窯で焼きます。製炭のために木を伐った

場所を焼畑用地とすることが多かったといいます。そして、もっとも注目したいのは養蚕で

す。出作りではたいへん盛んに養蚕が行なわれました。時代によっては、養蚕のために出作

りが行なわれたと言っても過言ではありません。土地の限られた本村に比べて、山中では十

分な桑畑を確保することができました。模型の中にも桑畑が広がっています。養蚕によって

多くの現金収入がもたらされたのです。 

このように、出作りの生活は山という環境とその植物資源を巧みに活用した豊かなものだ

ったのです。 
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次回予告   第１４９回くらしの植物苑観察会   ２０１１年８月２７日（土）       

「朝顔の仕分け」 仁田阪 英二（九州大学大学院） 
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